
都市再生整備計画　フォローアップ報告書

柿田川周辺東南部地区

平25年10月

静岡県清水町



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●

※全ての指標について記入

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

保育所の定員が増加し、待機児童
が減少、子育て環境の充実が図られ
た。

定員の増加と施設機能が向上、児
童の受け入れ態勢が充実し、子育て
環境が強化された。

老朽化に伴う倒壊等の懸念が解消
され、災害に強いまちの実現につな
がった。

河川氾濫等を未然に防ぐ整備がで
き、災害に強いまちの実現につな
がった。

地域交流センター等を中心に町を一
体的に整備したことで、満足度が向
上した。

71.1 H２５年４月

保育所の定員が増加
し、予想以上に待機
児童が減少した。

75.0 H２５年４月

92.0 H２５年４月

11 H２５年４月

清水小：60
西小：60

H２５年４月

35.3

％ 82.5

％ 63.4

32

清水小：60
西小：60

75.0

92.0

74.1

保育所待機児童数

放課後児童教室の定
員数

地区公民館の耐震化
率

河川整備延長割合

住みやすさ満足度

人
その他の
数値指標４

その他の
数値指標５

その他の
数値指標６

その他の
数値指標７

その他の
数値指標８

地域住民の交流の場が創出される
とともに、快適な生活環境の実現に
つながった。

※フォローアップの必要のある指標について記入事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

H２５年４月

91.6 H２５年４月

7.83

％ 76.9

48

人
清水小：30
西小：40

％

91.6道路照明灯設置率

7.86

総合所見

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

夜間交通の安全性が確保され、歩
行者に配慮した道路環境を整えるこ
とができた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

稼働日の増加に伴
い、予想以上に利用
者が増加した。

施設の機能が大幅に向上し、稼働日
を増やすなどソフト面においても充
実した対応ができ好評である。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

計測時期

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

事後評価

2,898 H２５年４月
その他の
数値指標１

223人/年

公共施設のバリアフ
リー化率

％ 20

指標４

誰もが安心して利用できる公共施設
が増え、快適な生活環境が整ったと
評価できる。

※フォローアップの必要のある指標について記入

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

稼働日の増加に伴
い、予想以上に利用
者が増加した。

4,500
■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５

指標２

指標３

施設の機能が大幅に向上し、稼働日
を増やすなどソフト面においても充
実した対応ができ好評である。

45

総合所見

施設の機能が大幅に向上し、利用者
が増加するとともに、住民の交流拠
点として好評である。

3,815

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

73,631

計測時期

H２５年４月 ○

H２５年４月

12,744 H２５年４月

事後評価

45

1年以内の
達成見込み

○

1年以内の
達成見込み

○

従前値 目標値

指標１
地域交流センター利
用者数

人/年 49,405

その他の
数値指標３

人口１人当りの公園
面積

㎡/人 7.76

その他の
数値指標２

見込み・確定
の別

60,000 ○

目標値

5,015

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

指　標

見込み・確定の
別

600
にこにこランド参加者
数

指　標 従前値

71,698

地域子育て世代活動
支援センター利用者
数

人/年

45



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

安全な歩行空間の確保
幹線道路や通学路等の優先度の高いものを中心に、道路（歩道
を含む）改良実施した。

歩道、道路改良を実施し、安全な歩行空間の確保
につながった。

道路の環境について、点検、維持管理を行い、引き続き安全な道
路環境の整備に努める。

・柿田川やその周辺の自然環境の重要性につい
て、町民の意識が向上した。

・引き続き、住民の協力を得ながら、清掃活動等を実施する。
・柿田川環境保全のための緑地用地取得を進める。

柿田川公園の活用 ・柿田川公園の整備方針等について検討した。 ・観光振興の向上に期待できる。
・引き続き、柿田川公園の整備を進める。
・観光ボランティアガイドの支援に努める。

子育て支援態勢の強化

交通安全意識の高揚

地域交流の場の充実

来訪者に対する町のPR

・車両や歩行者の安全運転を促し交通事故等の未
然防止につながるとともに、住民の交通安全意識が
向上した。

・地域住民が会議室等を利用しやすくなり、持続的
な地域交流活動に寄与した。
・事業が好評を得て、多くの地域住民が来館し、持
続的な地域交流活動に寄与した。

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域交流センターにおける地域交流活動の持続

・地域住民や警察と協力し、交通安全啓発運動を実施した。
・幼稚園等において、交通安全教室を実施した。

・区公民館の整備の方針を示すことができ、地域住
民への安全なまちづくりへの理解を深めることがで
きた。

・成果を持続させるために
行う方策

・町内に新たに民間保育園を誘致し、その開設や運営について、
町として支援をした。

実施した具体的な内容 今後の課題　その他特記事項

・引き続き、子育て支援の拡充、強化に努める。

・引き続き、地域住民の交通安全意識の高揚に努め、啓発活動を
実施する。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・地域住民の意見を尊重し、企業利用を一部制限した。
・ＮＨＫ上方演芸の放送収録や著名絵本作家による講演会等の
魅力の高い事業を実施した。

・未整備の公民館について、整備時期等を検討した。

・県や近隣市町と協力し、富士山世界遺産登録を実現した。

実施した結果

・民間保育施設を含む保育所（園）の定員が増加
し、幼児等の受け入れ体制が格段に向上、子育て
支援の拡充、強化につながった。

富士山を取り巻く関係地域のＰＲとともに、富士山と
関連性が深い柿田川のＰＲにつながった。

実施時期

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・引き続き、地域住民の意見反映を進めるとともに、魅力の高い事
業の実施する。
・指定管理を含めた、施設の運営方法について検討する。

・未整備の公民館の具体的な整備時期について議論してしていく。

・引き続き、近隣市町等と連携した地域産業や観光振興等に努め
る。
・観光協会の支援に努める。

具体的内容

柿田川の水辺空間の保全
・柿田川の環境保全のための、オオカワジシャ等の外来種の除
去活動を住民の協力を得て実施した。


